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2. 本年度の成果

平成 30年度の主な活動成果の一覧。

第 12回アジア遠隔医療シンポジウムが、第 22回日本遠隔医療学会学術大会と共同開催された。
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第 22回日本遠隔医療学会学術大会が福岡で開催され、昨年を大きく上回る参加者があった。

4月にベトナム、8月にインドネシア、12月にミャンマー、また 1月にはフィリピンで、それぞれ
国内の遠隔医療ワークショップが開催された。

➨22ᅇ᪥ᮏ㐲㝸་⒪Ꮫ఍の㛤ദ

2 0 1 8 .
1 1 . 9 - 1 0

⚟ᒸ

㐲㝸་⒪䝽䞊クシ䝵䝑䝥䠄アジア䠅

2 0 1 8 . 8
䜲䞁䝗䝛シア

2 0 1 8 . 4
䝧トナ䝮

2 0 1 9 . 1
䝣䜱リ䝢䞁

2 0 1 8 . 1 2
䝭䝱䞁マ䞊



TEMDEC 活動報告 2018

4

11月にはメキシコで初めてとなる遠隔医療ワークショップが開催された他、チリでも第 2回目の
会が開かれた。

夏と冬の年に 2回、APAN会場におけるハンズオントレーニングを開催した。
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アジアを中心に、様々な地域への病院視察や技術指導を行った。

指導者養成プログラムとして、九大に招聘し 1ヶ月間の研修が行われた。
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海外の医療スタッフが、様々な地域から短期研修のために九州大学病院を訪れた。

ロシアの鉄道病院、またチリのアレマナ病院との間に新たにMOUが交された。
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